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継続検討課題

懇談会ＷＧの議論の中で、以下が指摘事項となっている

①踏切内に設置する「表面に凹凸のついた誘導表示等」の構造

②踏切内の路面の材質（周辺道路と異なる仕様にする）

③隅切のある歩車道境界での誘導用ブロック設置方法の再検討

④歩道が設置されていない道路における視覚障害者誘導の在り方



継続検討課題①

①踏切内に設置する「表面に凹凸のついた誘導表示等」の構造

現行のガイドラインでは、踏切内に設置する誘導表示等について「歩道等に設置する視
覚障害者誘導用ブロックとは異なる形式」とのみ規定

誘導表示の形式の全国的な統一を図るため、具体的な構造を示すことが必要
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継続検討課題①
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先行的に設置されている事例について、構造や設置後の評価について調査

直轄国道（特定道路）上の踏切において、視覚障害者の方のご意見も伺い、構造を議論
しているところであり、議論の結果を集約

先行事例の調査結果、直轄国道での議論結果を基に、「表面に凹凸のついた誘導表示
等」の構造を示す

（施工性や維持管理の点も考慮）

検討の進め方

①踏切内に設置する「表面に凹凸のついた誘導表示等」の構造

表面に凹凸のついた誘導表示の設置事例



継続検討課題②
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②踏切内の路面の材質（周辺道路と異なる仕様にする）

誘導用ブロックの存在に気が付かない可能性もあるため、踏切内の路面を他の路面と
異なるものにする

視覚障害者の方が、足で踏むことで違いが認識できるような路面を検討



継続検討課題②
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踏切内の路面に使用されている材質の事例を調査

踏切の路面で使用されている各材質について、評価試験を実施し、試験結果を基に望
ましい材質をガイドラインで示す

（施工性や維持管理の点も考慮）

検討の進め方

②踏切内の路面の材質（周辺道路と異なる仕様にする）

ゴム製 コンクリートブロック その他（表面舗装）



継続検討課題③
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③隅切のある歩車道境界での誘導用ブロック設置方法の再検討

現行のガイドラインでは、隅切のある歩車道境界での誘導用ブロックの設置方法として、
下図を参考図として提示

視覚障害者の方の進行方法を適切に示す方法を検討
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継続検討課題③
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隅切のある歩車道境界での誘導用ブロックの設置方法を工夫している事例を調査

事例調査の結果を基に、複数の対策候補案を立案

立案した対策候補案について、評価試験を実施し、試験結果を基に隅切のある歩車道
境界での誘導用ブロックの設置方法をガイドラインで示す

検討の進め方

③隅切のある歩車道境界での誘導用ブロック設置方法の再検討
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隅切のある歩車道境界での誘導用ブロック設置事例



継続検討課題④

④歩道が設置されていない道路における視覚障害者誘導の在り方

道路移動等円滑化基準では歩道を設置することとしており、ガイドラインでも歩道がある
ことを前提に整備内容を示している

一方、特定道路であっても歩道が設置されていない場合もある中、歩道が設置されてい
ない道路における視覚障害者誘導の在り方を議論する必要
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道路の移動等円滑化に関するガイドラインで紹介している事例

事例を調査し、得られた知見を基に視覚障害者誘導の在り方を議論

検討の進め方

リーディングライン（東京都世田谷区） リブ付き外側線（大阪府豊中市）視覚障害者誘導用ブロックを
設置している事例
（奈良県大和郡山市）


